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人ロの動き
　5月1日現在
男4，140（＋7）
女4，236（十3）
計　　8，376（＋10）
世帯数2，296（＋12）

（）は前月比較
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灘
籔
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いつでも気軽にご相談いただける対応をしています

　国保の加入者がお医者さんにかかるとき、実際に
かかった医療費の7割（退職者医療制度に該当する人

は8割）を国保が負担します。その大切な財源とな
るのが、皆さんの納める保険税です。納期までに必
ず納めるようにしましょう。

　
国
保
加
入
者
が
い
る
世
帯
で
は
、
世

帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、

そ
の
世
帯
主
が
保
険
税
を
納
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
納
付
書
も
世
帯
主
あ
て

に
送
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
決
め

ら
れ
ま
す
。
計
算
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。

所得割額所得に応じて計算 課税対象所得×税率（4．8／100）＝　①円

資産割額資産に応じて計算 固定資産税×税率（35／100）　＝　②円

均等割額加入者数に応じて計算 1人あたり金額25，600円×加入者数＝　③円

平等割額1世帯いくらと計算 1世帯当たりの金額　　一　＝25，000円
①＋②＋③＋25，600円＝1年間の保険税の額

※　所得割額・資産割額は、国保加入者分のみで計算します。

※　年度の途中で住民税の額が変更になったり加入者の数が変わったときなどは再度計

算し直すこととなります。その際はr変更決定通知書」を送付してお知らせします。

1
保
険
税
は
国
保
へ
加
入
す
る
資
格
が

　
発
生
し
た
月
分
か
ら
納
め
ま
す

　
　
加
入
の
資
格
が
発
生
し
た
に
も
か

　
か
わ
ら
ず
そ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

　
資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の

　
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

2
年
度
の
途
中
で
加
入
・
脱
退
し
た
場

合①途中で加入⇒加入した月から月割りで計算

②途中で脱退⇒脱退した月の前月分までを納めます

12月IO日に国保の加入資格
が発生した場合の保険税

國

　　　　　　加入資格発生月（12月）から
　　　　　　年度末（3月）までの月数

年間保険税×
　　　　　　　　　　　　12

3
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

　
　
転
入
し
て
国
保
の
加
入
し
た
人
に

　
つ
い
て
は
、
保
険
税
の
算
定
基
礎
で

　
あ
る
前
年
中
の
所
得
金
額
が
不
明
の

　
た
め
、
前
住
所
地
に
問
い
合
わ
せ
る

　
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

　
所
得
金
額
が
わ
か
っ
た
あ
と
で
保
険

　
税
が
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

4
過
年
度
分
の
保
険
税

　
　
保
険
税
は
、
前
年
4
月
か
ら
翌
年

　
3
月
分
ま
で
を
年
間
の
保
険
税
と
し

　
て
計
算
し
ま
す
。

　
　
こ
の
た
め
、
1
月
に
国
保
に
入
ら

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
届
け
出

　
が
4
月
以
降
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

　
合
で
も
、
3
月
分
ま
で
は
前
年
度
の

　
保
険
税
と
し
て
、
4
月
分
か
ら
は
現

　
年
度
の
保
険
税
と
し
て
別
々
に
計
算

　
し
ま
す
。

5
保
険
税
の
年
額
確
定
時
期
に
つ
い
て

　
　
保
険
税
は
前
年
度
の
所
得
金
額
を

　
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
7
月
ま

　
で
は
所
得
の
金
額
が
確
定
し
な
い
た

　
め
、
4
月
か
ら
6
月
ま
で
は
前
々
年

　
中
の
所
得
を
も
と
に
保
険
税
を
計
算

　
し
ま
す
（
仮
査
定
）
。
7
月
に
そ
の
年

　
度
の
保
険
税
が
確
定
（
本
算
定
）
し
、

　
そ
の
後
の
月
々
の
保
険
税
額
を
調
整

　
し
ま
す
。
そ
の
た
め
前
年
中
と
前
々

　
年
中
の
所
得
に
差
が
あ
る
場
合
、
年

　
度
途
中
で
保
険
税
の
額
が
大
幅
に
変

　
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

6
国
保
に
4
月
か
ら
6
月
の
間
に
加
入

　
の
手
続
き
を
し
た
場
合

　
　
右
記
の
よ
う
に
4
月
か
ら
6
月
ま

　
で
は
仮
算
定
時
期
と
い
っ
て
、
保
険

　
税
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

　
間
に
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
た
方
に

　
つ
い
て
は
7
月
ま
で
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
た
め
、
こ
の
期
間
に
加
入
し

　
た
場
合
、
年
間
の
保
険
税
を
7
月
か

　
ら
3
月
ま
で
の
9
か
月
で
割
る
こ
と

と
な
り
、
年
度
途
中
で
国
保
を
脱
退

し
て
も
そ
の
翌
月
に
も
保
険
税
を
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［列5月に加入、11月に脱退。保険税年額36，000円の場合

　　・36，000円÷12か月＝3，000円（毎月の保険税）×

　　6か月（5～10月分［脱退する翌月までの月数］）

　　＝18，000円（納付すべき保険税）

　・36，000円÷9か月＝4000円×4か月（7月から10月

　　までに納めた保険税）ニ16，000円

　　18，000円一16，000円二2，000円の不足！⇒翌月に徴収

7
ロ
座
振
替
を
ご
利
用
の
際
の
注
意

　
　
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
は
ど
な
た

　
の
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
契
約
者
（
納

　
入
者
氏
名
）
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

　
世
帯
主
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
口

座
契
約
の
変
更
の
手
続
き
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
保
健
課
国
保
係
（
8
6
8
－

　
3
1
1
1
〈
内
線
2
3
2
V
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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高
齢
脅
・
陣
冒
笥
向
》
包
睾
〕
蟄
一
備
事
業
に

　
　
　
助
成
£
憾
介
薦
線
険
翁
包
が
書
れ
ま
ず

A
補
助
対
象
者

①
介
護
保
険
の
要
介
護
等
認
定
が
、

　
　
要
支
援
及
び
要
介
護
1
～
5
に
認

　
　
定
さ
れ
た
者
又
は
、
そ
の
世
帯
の

　
　
世
帯
員

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交

　
　
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
、
そ
の

　
　
世
帯
の
世
帯
員

③
療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い

　
　
る
者
又
は
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
員

B
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
改
造

①
居
室
、
廊
下
、
玄
関
な
ど
の
改
造

②
台
所
、
洗
面
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ

　
　
な
ど
の
改
造

③
階
段
の
改
造
及
び
階
段
昇
降
機
の

　
　
設
置

④
玄
関
先
の
改
造
及
び
段
差
解
消
機

　
　
の
設
置

　
⑤
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

C
補
助
基
準
額

①
A
の
①
の
補
助
対
象
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
8
0
万
円

②
A
の
②
の
補
助
対
象
者

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
i
O
O
万
円

　
③
A
の
③
の
補
助
対
象
者

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
…
i
O
O
万
円

D
補
助
率

　
①
生
活
保
護
世
帯
…
…
1
0
0
％

　
②
　
所
得
税
非
課
税
世
帯
…
7
5
％

　
③
　
所
得
税
課
税
世
帯
・
…
．
5
0
％

※
手
続
き
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
住
民
福
祉
課
・
福
祉
係

★
次
の
給
付
灘
象
者
藏
居
住
す
る
住
宅

　
の
改
修
費
縫
難
難
鷲
、
介
護
保
険
か

　
ら
住
鶏
改
修
嚢
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

①
介
護
保
険
の
要
介
護
等
認
定
で
要

　
　
支
援
と
認
定
さ
れ
た
者

②
介
護
保
険
の
要
介
護
等
認
定
で
要

　
　
介
護
1
～
5
に
認
定
さ
れ
た
者

【
給
付
対
象
と
な
る
住
宅
改
修
】

①
手
す
り
の
取
り
付
け
、
床
段
差
の

　
　
解
消
、
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取

　
　
り
替
え
、
洋
式
便
器
な
ど
へ
の
便

　
　
器
の
取
り
替
え

②
滑
り
防
止
及
び
移
動
の
円
滑
化
の

　
　
た
め
の
床
材
の
変
更

③
そ
の
他
①
～
③
の
住
宅
改
修
に
付

　
　
帯
し
て
必
要
と
な
る
住
宅
改
修

【
自
己
負
担
額
及
び
支
給
基
準
額
】

①
自
己
負
担
額
は
支
給
対
象
額
の
1

　
　
割
②
支
給
基
準
額
は
2
0
万
円
が
上
限

　
　
（
た
だ
し
、
2
0
万
円
を
超
え
た

　
　
場
合
は
、
超
え
た
額
に
つ
い
て
前

　
　
記
の
C
補
助
基
準
額
の
①
の
8
0

　
　
万
円
の
範
囲
で
、
補
助
対
象
と
し

　
　
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
）

※
手
続
き
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
保
健
課
・
介
護
保
険
係

市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
な
ど
の

活
性
化
を
総
合
的
一
体
的
に
推
進
し
、

町
の
中
心
市
街
地
（
千
手
中
心
）
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
「
賑
わ
い
空
問

創
出
事
業
」
の
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
1
1
月
に
発
表
し
た
構
想

案
を
基
に
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と
の
調

整
や
住
民
参
加
ワ
丁
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重

ね
、
整
備
さ
れ
る
施
設
の
条
件
整
理
や

内
容
な
ど
の
詰
め
を
行
い
、
4
月
に
構

想
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
事
業
の
基
本
的

方
向
を
示
す
も
の
で
、
各
施
設
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
今
後
よ
り
具
体
的
検
討

を
重
ね
決
定
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、

今
年
秋
ご
ろ
か
ら
建
設
に
着
手
す
る
温

泉
施
設
を
皮
切
り
に
、
順
次
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
温
泉
施
設
の
建
設
（
1
3
年
完
成

　
　
雛
，
繍
、
、

　
騨
　
　
灘
　
　
　
　
難

　
　
酬
　
　
　
菱
縷
　
　
　
，
轟
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ド
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
薩
騰
難
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
麟

予
定
）
の
ほ
か
、
予
定
区
域
内
の
用
地

取
得
、
各
施
設
に
か
か
る
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
が
中
心
と
な
り
、
賑
わ
い

空
間
創
出
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施

設
の
管
理
運
営
や
町
の
潜
在
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
行
う
組

織
と
し
て
、
第
3
セ
ク
タ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
（
T
M
O
）
の
設
立
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
構
想
の
内
容
は
、
建
設

課
賑
わ
い
空
間
推
進
係
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
併
せ
て
、
5
月
1
3
日
に
総
合
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
基
本
構
想
と
T

M
O
設
立
に
か
か
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
賑
わ
い
空
間
推
進
係

　
奮
68
1
3
1
1
1
（
内
線
3
2
3
）

繋
，
麟

1，舗馨、騰　1灘難

　　　県道側から見た基本構想模型
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0
驚
0
、
6
、
’
、
’
、
9
　
　
　
　
　
　
　
隔
，
、
θ
亀
θ

　
　
　
ρ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
O
F
馬
ρ

亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
0
、
’
　
　
　
　
　
　
　
ρ

0
、
0
腎
’
　
　
　
　
　
馬
」
も
’
ら

矯
9
、
0
　
も
0
覧
’
、
’

驚
θ
嚇
ρ
噺
∂
働
’
亀
　
ρ
　
亀
’
、
」
、
0
覧
ρ
、
」
も
’
隔
’

ρ
覧
θ
、
0
、
’
、
ρ
、
’
㌧
σ
、
0
、
’
、
ρ
暫
’
隔
’
腎

、
0
、
σ
、
θ
　
　
　
　
　
　
0
　
、
0
覧
∂
隔
0
覧
0
悔
’
、
0
鴨

　
、
θ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
、
0
覧
0
ら

　
’
、
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
θ
魅
0
馬
ρ

　
θ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
、

職　
A
7
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
　
会
場
も
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

百
四
十
一
人
。
昭
和
五
十
四
年
四
月
　
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
で
は
、
庚

二
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
　
塚
運
動
場
オ
ー
プ
ン
、
町
社
会
福
祉

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
八
十
人
、
女
　
　
協
議
会
の
設
立
、
千
手
保
育
園
完
成

子
六
十
一
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
百
　
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
・

七
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
当
日
、
式
に
参
加
さ
れ
、
撮
影
に

　
ち
な
み
に
、
五
十
四
年
に
成
人
を
　
　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し

迎
え
ら
れ
た
方
々
は
二
百
十
一
人
、
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
む
け
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
川
西
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
嘉
久
さ
ん

麟
、

購聾購

　　　霧

　　　霧

姦
　　　落

盗

髪

瑳
護

躍

籔

12．5．10⑳

擁懸

議

霧

成
人
を
代
表
し
て

関
口
勝
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
婆
蒙
鍛
馨
雛
雛
撚
灘
羅
獺

「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
る



成
人
を
代
表
し
て
小
海
教
育
長
（
左
）
か
ら

記
念
品
を
受
け
取
る
野
上
康
代
さ
ん

饗

ウ

馨．羅毎骸

轍

懸
鍛

田ロ町長の式辞に耳を傾ける成人の皆さんと父母の方々

⑤12．5．10



式
を
終
え
、
友
達
の
カ
メ
ラ
に
気
軽
に
ポ
ー
ズ
を

と
る
、
こ
ん
な
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た

お
祝
い
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
成
人
の
皆
さ
ん

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
千
手
地
区

中
島
町
清
水
　
剛

　
〃
　
数
藤
弘
之

　
〃
　
斎
木
桂
子

　
〃
　
長
野
京
子

　
〃
　
平
野
彩
子

　
〃
　
柳
　
香
織

発
電
所
通
り
西
片
桐
健
太

　
〃
　
片
桐
康
太

　
〃
　
松
崎
奈
緒
子

発
電
所
通
り
東
小
川
朋
美

　
〃
　
佐
久
間
千
津
子

　
〃
　
南
雲
美
幸

南
　
台
田
中
　
真

　
〃
　
　
田
中
　
力

栄
　
町
江
口
正
昭

　
〃
　
春
日
貴
則

　
〃
　
茂
野
　
勇

　
〃
　
上
村
礼
子

　
〃
　
柄
沢
康
子

　
〃
　
川
崎
　
愛

　
〃
　
北
野
亜
紀

朝
日
町
佐
藤
　
忍

　
〃
　
高
橋
　
清

　
〃
　
横
山
　
明

四
郎
兼
中
條
孝
一

　
〃
　
平
野
博
之

　
〃
　
平
野
聡
子

東
善
寺
小
野
塚
拓
也

　
〃
　
平
野
克
幸

上
　
町
小
野
塚
修
治

　
〃
　
真
明
宏
暢

　
〃
　
真
明
良
彰

　
〃
　
平
野
靖
夫

中
央
町
柄
沢
友
之

田
中
町
野
上
康
代

神
社
町
井
上
吉
典

　
〃
　
関
口
弘
宣

　
〃
　
田
辺
　
学

　
〃
　
丸
山
栄
太

　
〃
　
小
海
明
子

　
〃
　
佐
藤
　
瞳

中
屋
敷
丸
山
直
樹

寺
　
尾
川
崎
康
平

　
〃
　
福
崎
友
美

　
〃
　
高
橋
倫
子

木
　
島
清
水
富
幸

　
〃
　
楠
本
サ
ヤ
カ

　
〃
　
清
水
　
瞳

沖
　
　
立
　
五
十
川
徳
倫

　
〃
　
小
林
英
将

　
〃
　
数
藤
真
二

　
〃
　
数
藤
尚
久

　
〃
　
高
橋
麗
史

　
〃
　
相
崎
幸
子

　
〃
　
相
崎
法
子

　
〃
　
相
崎
　
恵

　
〃
　
柄
沢
奈
緒
子

　
〃
　
数
藤
杏
子

伊
　
友
羽
鳥
　
直

　
〃
　
星
名
直
人

　
〃
　
星
名
　
恵

高
原
田
佐
藤
秀
昭

　
〃
　
保
坂
恵
美
子

坪
　
山
高
橋
秀
幸

　
〃
　
高
橋
正
人

霜
　
条
蔵
品
　
歩

　
〃
　
小
海
　
豪

　
〃
　
高
橋
伸
一

　
〃
　
蔵
品
絵
理

　
〃
　
大
海
真
弓

■
上
野
地
区

上
　
野
今
井
尚
徳

12．5．10⑥



難s．琴欝

　　　　　　

置驚鐘

．
礎 友達同士で写真を撮りあう成人の皆さん

上
　
野
上
村
　
渉

　
〃
　
小
林
陽
祐

　
〃
　
沢
口
　
晋

　
〃
　
清
水
利
光

　
〃
　
富
井
康
暢

　
〃
　
根
津
　
隆

　
〃
　
上
村
幸
恵

　
〃
　
高
橋
陽
子

　
〃
　
根
津
美
保

　
〃
　
羽
鳥
真
弓

　
〃
　
古
沢
麻
衣
子

　
〃
　
星
名
冴
子

　
〃
　
松
沢
春
香

　
〃
　
水
落
太
恵

　
〃
　
渡
貫
直
美

　
〃
　
野
沢
　
栄

元
　
町
小
林
祐
也

　
〃
　
小
柳
直
也

　
〃
　
金
崎
　
彩

　
〃
　
　
田
畑
あ
ゆ
み

新
町
新
田
大
嶋
隼
平

　
〃
　
水
品
雅
嗣

　
〃
　
内
山
麻
佑
子

下
平
新
田
清
水
　
巧

三
　
領
小
海
直
人

小
根
岸
　
小
海
真
由
美

■
橘
地
区

木
　
落
関
口
勝
彦

　
〃
　
山
家
和
稔

　
〃
　
和
久
井
直
也

　
〃
　
和
久
井
恭
子

塩
　
辛
藤
巻
貴
士

仁
　
田
木
村
幸
太
郎

　
〃
　
木
村
安
晶

　
〃
　
曽
田
　
実

　
〃
　
山
口
淳
史

　　小　　　赤室　　　　　　　　　中■　　原　　　　　　野　　　　　　　　仁
　　白〃〃〃　〃〃〃〃〃〃〃〃〃仙笛〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　江登長登小星高小久五樋南南小黒木　池丸福村滋大佐大五五山山水羽戸田小今山

・雛川響細窪奏林籔鍵原麟薯繰織羅中簸
　　洋恵和志正子美愛子美人平輔進樹一　子郎渉子織代之之也行紀香理子子歩佳子志
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南
雲
春
雄
さ
ん
（
中
央
町
）

　
　
　
　
　
春
の
叙
勲
で
栄
誉

，
占

麟

　
四
月
二
十
九
日
、
春
の
叙
勲
者
が
発

表
さ
れ
、
南
雲
春
雄
さ
ん
（
7
4
歳
）
が

勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
を
受
け
る

こ
と
が
決
ま
り
、
五
月
二
日
、
県
庁
で

そ
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

鋤
簗
諺

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
鳩

町
長
職
（
四
期
・
十
六
年
）

遡
質
鋤
）
川
西
町
長

地
方
公
共
団
体
の
委
員
歴

胃
ゆ
嬬
醐
醜
員
退
職

　
　
　
　
ク

弱
Ω
）
鞭
酪
治
会
館
管
理

器
Ω
）
雛
舗
欝
団
員
等
公

器
撃
鞭
酪
村
人
事
事
務

団
体
歴
野
蜘
）
繋
驚
鷺
醐

瑠
”
妙
同
支
部
中
魚
沼
地
区
長

瑠
”
妙
同
支
部
護
員

珊
一
硲
）
鞭
嚇
欝

憩
懸
）
難
難
共
済
組
合

器
⑫
難
難
共
済
組
合

器
⑫
舗
墾
繋
組
合

評
む
舞
沼
農
業
共
済
組
合

翫
．
3
．
劒
）
町
土
地
改
良
区
董

珈
．
8
．
祖
）
鉱
沼
土
地
改
良
協
会

珊
．
B
．
郁
）
騰
羅
勉
難
事
業

介護は家族みんなで

　お年寄りが寝こんだ、痴ほう症

状が進んだなどの事態が起こった

とき、まず考えるのは、どこで、

だれが介護するのかということで

しょう。お年寄りの家族、親類の

ほか・近所の人たち、専門家の意

見も入れて話し合います。介護の

中心になる人が決まったら、みん

なでその人を支えて、心と体の負

担を最小限にすることが大切です。

　介護者は、同居する嫁や娘とい

うケースが多いようですが、「私

でなければ…」と思い込みが過ぎ

るとつらくなります。また、介護

する人が高齢だったり病弱だった

りするときには、体力的な問題も

起こってきます。特定の人だけに

「任せきり」にしない、「任され

きり」にならないで、家族全員の

チームワークを生かすことが必要

です。

現11

　　4

112

76

112

77

112

77
92
77

113

73

3
　
・
7
　
・

11

・
7
　
・

113

77
75114

・
6
　
・

・
6
　
・

．
4
　
・

・
3
　
・

116

74

御
）
騰
観
魏
難
蔑

吻
痛
騨
飽
難
域
活
性

四
）
中
魚
沼
郡
町
村
会
会
長

　92
）
新
潟
県
町
村
会
理
事

脳
）
騰
観
鯉
羅
保
険

％
）
認
難
騎
村
振
興

町
）
懲
馨
議

卿
繭
鱗
鍵
靴
帯

即
）
鞭
県
道
路
整
備
協
会

祖
）
鷹
県
統
計
協
会
評
議

田
）
繍
鱗
難
餓
害
共
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

癬鐵鵜騨醗難糟熱礪鞍鷺縫護遷懇
疑泌耀難驚轡繰獅1羅覇獄る遷・お

嚢薩鱒灘灘蕪襯牌鐵匿墜，1鰍濾
磯麟難繋・麟離灘遠《な騨
蘇楼緯鱗護鐵講鱗1ぽ．勲麟難叢獄っ難じ

灘藤麟翻醗襯曜灘簗犠撚
遷鷹嶽箏難態諜謙霧薄．懸麟灘繊。懸

翻捲嫉・露ぽ離叢灘、薫懸…懸一に、

禦簿華聾謹蝶

暮
藝
繊
の
…
口
研

螺
　
灘
懸
鐵
灘
勤
懸
欝

　
　
こ
ま
め
に
部
屋
の
掃
除
を
し
て
い
て

。
も
、
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に
ホ
コ
リ

　

・
や
汚
れ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ゥ
ス
ダ

男
ト
や
ダ
ニ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
・
目

　

…
糞
縫
、
ろ
の
汚
れ
に
も
気
を

　

。
ふ
だ
ん
の
掃
除
で
見
落
と
し
や
す
い

”
の
が
天
井
。
立
ち
上
っ
た
湯
気
や
ホ
コ

働
リ
、
タ
バ
コ
な
ど
の
煙
で
汚
れ
が
ち
で

”
す
。
ま
ず
掃
除
機
で
ホ
コ
リ
を
吸
い
込

7
で
か
ら
固
く
絞
っ
た
ぞ
う
き
ん
で

の

〕
全
講
離
鱗
藁
ラ
イ

○

。
享
・

○

ン
ド
は
、
軍
手
を
は
め
て
じ
か
に
汚
れ

を
ふ
き
取
る
と
簡
単
で
す
。
薄
手
の
ビ

ニ
ー
ル
手
袋
の
う
え
か
ら
軍
手
を
す
れ

ば
汚
れ
ま
せ
ん
。
親
指
と
人
差
し
指
で

一
枚
ず
つ
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
羽
根
を
挟
ん

で
水
ぶ
き
と
か
ら
ぶ
き
を
し
て
乾
か
し

●男機の謬難珪…魏響察美

介護ぱ力鍛鱗難講灘難鞭驚奪・無嶽
慰餐獄選の男姓iの諜嚢灘き慧灘難隷鞍まし

まう。嚢獲鰺蓬膿馨鶏縫鱒，謙議議鑑か慧

纈礁欝繋欝締繋撃ぎ
孫陰会うi難講態灘賭馨翻驚蒙蒸．，お

購濾轡薩識灘馨糠燕犠多緯難離番
蓬灘の鷺雛る覆撒捲鎌錨製滋麟羅蜷
繋報、鱗鱒灘難糧霧驚醸馨麟難i難
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脇勅4澱繁u岡鑛働　㈱徽蘭〉　轄働灘》

川
西
町
長
選
挙
⑩

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

根
津
町
長
の
抱
負

　
「
根
津
川
西
町
長
、
抱
負
を
語
る
」

と
題
し
て
、
十
日
町
新
聞
（
昭
和
四
十

二
年
十
一
月
五
日
号
）
が
次
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
。

　
川
西
町
に
新
し
い
町
長
が
誕
生
し
た
。

そ
の
名
は
根
津
正
三
。
保
守
・
革
新
の

双
方
か
ら
推
さ
れ
て
、
い
や
い
や
な
が

ら
立
侯
補
し
て
、
血
で
血
を
洗
う
激
戦

の
末
、
次
点
を
七
百
八
十
五
票
の
差
を

つ
け
、
三
千
百
十
七
票
の
圧
倒
的
多
数

學田7桑蹄欝申

　
さ
　
き
　

講
嚢
講
灘
”

発
馨
灘

猶
隔
撮
”
跳
購
癬
糞
羅
”

　
　
　
ま

灘
…
灘
、

雛
　
　
　
‘
。
・
．
轟
　
．

　
多
■
　
繊
、

合
傍
へ
世
論
懇
導
擁
・

　
　
　
根
津
辮
西
町
長
、
抱
負
懇
語
お

譲
礫
難
轟
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

故
，
中
村
氏
の
遣
志
を
継
ぐ

　
、
’
、

τ

芯
蜜

・
な
ッ

’
『
　
　
．
O
ー
’
ヤ

選

　
　
　
　
榊
鎌
敵
　
駕
霧
　
　
　
羅

　
　
　
　
畿
か
　
・

㎜
惹
誘
授
、
禽
脚
勢
ゆ
・
瀞
難
～

　
　
　
　
め
霧
鵠
　
勲
馨
　
　
㎜

謀
人
磐
舞
，
毒
が
怨
馨
彰
　
、
　
　
　
　
　
構
灘
磯

財
政
の
建
惹
薩
繕
儀
鐵
盤

－
．
　
　
巌
“
歪
桑
錘
、
、
L
《
．
＾

－
’
爲
　
　
箔
）

ヤ
　
ぴ
ウ
　
　
　
き
さ
い
ゼ
　
ざ

灘
鍵
講
欝
麟

き
毒
霧
蓬
　
蕪
編
韓
榊
灘
，
馨

　
　
　
　
　
　
　
モ
幹
｛
箏
濾
墾
Φ
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
鱗
闘
婁
蓬
鑓
檬
畿
．
藁

・
縫
麟
撫

　
　
　
　
　
　
　
難
鰻
蕪
纐
姦
簸
麟
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
慧
羅
鰍
馨
総
霧

　
　
　
　
　
　
　
灘
獄
馨
灘
難
欝
鰭

　
　
　
　
　
　
　
　
馨
顕
　
瞭
欝
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸
一
霧
懲
欝
鱗

レ
昭
和
4
2
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

の
支
持
を
得
て
当
選
し
た
根
津
町
長
は
、

ど
の
よ
う
な
抱
負
を
も
っ
て
今
後
の
町

政
の
運
営
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
か
。
川

西
町
一
万
二
千
町
民
を
含
め
、
内
外
の

注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
同
町
長
は

十
一
月
二
日
午
前
、
本
紙
記
者
と
会
見

し
て
①
合
併
問
題
・
②
人
事
問
題
・
③

財
政
問
題
な
ど
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
以
下
は
一
問
一
答
の
要
旨
。

中
村
氏
の
遺
志
を
継
ぐ

　
（
問
）
選
挙
中
に
は
、
あ
な
た
の
性

格
が
お
と
な
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

故
中
村
町
長
の
側
近
の
ボ
ス
達
に
か
き

ま
わ
さ
れ
る
町
政
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
一
般
か
ら
心
配
さ
れ
る
む
き
も
あ

っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
心
が
け
で

町
政
を
担
当
し
て
ゆ
く
つ
も
り
か
。

　
（
答
）
私
は
出
馬
に
際
し
て
、
故
中

村
町
長
の
側
近
や
そ
の
他
の
方
々
か
ら

支
持
を
う
け
た
が
、
何
ら
の
条
件
も
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
社
会
党
や
革
新
系

の
方
々
も
同
様
、
「
あ
な
た
は
当
選
後

思
っ
た
通
り
の
町
政
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
全
て
一
任
さ
れ
て
い
る
。
社

会
党
も
私
を
保
守
系
無
所
属
と
認
め
て

い
る
。
ま
た
か
っ
て
青
年
学
校
時
代
の

私
の
教
え
子
も
、
今
は
中
堅
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
も
強
力
に
私

を
お
し
て
く
れ
た
。
私
と
し
て
は
、
首

長
は
一
党
一
派
に
偏
り
し
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
無
所
属
と
し

て
公
正
な
町
政
を
推
進
す
る
つ
も
り
だ
。

　
（
問
）
前
町
長
の
中
村
町
政
を
ど
の

よ
う
に
根
津
体
制
の
中
で
生
か
し
て
行

こ
う
と
す
る
の
か
。

　
（
答
）
中
村
町
長
と
は
、
戦
前
か
ら

の
関
係
に
あ
る
。
戦
前
は
中
村
さ
ん
は

千
手
の
学
務
委
員
を
し
て
い
た
が
、
私

は
こ
の
中
村
さ
ん
を
心
か
ら
尊
敬
し
て

お
り
、
合
併
後
の
中
村
町
長
に
収
入
役

と
な
っ
て
つ
か
え
て
か
ら
も
中
村
さ
ん

の
鋭
い
洞
察
力
、
機
敏
な
行
動
力
、
強

い
心
臓
、
こ
ま
や
か
な
人
情
、
い
ず
れ

も
私
に
は
学
ぶ
べ
き
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。
中
村
町
政
の
大
ざ
つ
ぱ
な
施
策
の

実
績
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
き
め
こ
ま
か
な

行
政
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。

　
（
問
）
故
中
村
町
長
に
な
ら
っ
て
行

政
を
行
っ
て
ゆ
く
と
い
う
意
味
か
。

　
（
答
）
中
村
さ
ん
の
遺
志
を
つ
ぎ
、

表
面
に
あ
ら
わ
さ
な
か
っ
た
精
神
的
な

い
い
面
を
模
範
と
し
て
町
民
の
期
待
に

こ
た
え
て
ゆ
き
た
い
。

財
政
の
再
建
に
自
信

　
（
問
）
前
収
入
役
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
議
会
か
ら
軽
視
さ
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
る
。
ま
た
三
つ
巴
の
選
挙
の

後
で
あ
り
、
町
議
間
の
対
立
が
尾
を
ひ

く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
が
、

議
会
対
策
に
つ
い
て
は
。

　
（
答
）
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
協
力

い
た
だ
け
る
と
思
う
し
、
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
に
や
っ
て
ゆ
き
た
い
。
全
て

議
会
民
主
主
義
を
尊
重
し
て
ゆ
く
つ
も

り
だ
。
野
党
と
か
、
与
党
と
か
地
方
自

治
体
で
は
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な

く
と
も
い
い
。
熱
意
を
も
っ
て
施
策
を

遂
行
す
る
だ
け
だ
。
派
閥
な
ど
は
形
成

し
な
い
つ
も
り
だ
。

　
（
問
）
上
野
村
当
時
か
ら
の
財
政
通

で
定
評
が
あ
り
、
収
入
役
と
い
う
要
職

を
見
事
つ
と
め
あ
げ
て
き
た
、
あ
な
た

の
財
政
手
腕
に
町
民
は
大
き
な
期
待
を

抱
い
て
い
る
が
、
財
政
の
建
て
な
お
し

に
対
す
る
お
考
え
は
ど
う
か
。

　
（
答
）
こ
と
し
は
仕
事
を
し
て
い
な

い
の
で
比
較
的
に
楽
で
あ
る
。
た
だ
国

保
直
診
会
計
の
赤
字
が
大
き
い
が
、
こ

れ
は
五
か
年
計
画
で
償
還
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
今
後
国
保
会
計
も
赤
字
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
一

般
会
計
で
も
、
年
に
二
百
万
円
く
ら
い

ず
つ
歳
入
が
減
っ
て
い
る
が
、
こ
の
た

め
四
十
二
年
度
に
税
率
を
一
割
上
げ
た
。

四
十
五
年
度
に
な
る
と
、
国
鉄
発
電
所

の
第
四
期
工
事
分
の
固
定
資
産
税
が
入

っ
て
く
る
の
で
、
財
政
に
は
ゆ
と
り
が

出
て
こ
よ
う
。
税
の
減
収
分
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
で
み
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
限
り

に
お
い
て
は
、
財
政
の
破
綻
は
あ
り
得

な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

　
（
問
）
根
津
新
町
長
と
し
て
、
就
任

早
々
、
ま
ず
手
が
け
た
い
仕
事
は
何
か
。

　
（
答
）
何
を
お
い
て
も
道
路
の
整
備

だ
。
町
道
に
バ
ラ
ス
を
敷
く
こ
と
か
ら

主
要
道
を
無
雪
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
浅
ケ
原
～
千
手
間
の
ト
ン
ネ
ル
の

取
付
け
道
路
の
無
雪
化
の
た
め
、
大
改

修
の
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ
は
十
日
町
市
の
区
域
に
あ

る
の
で
、
十
日
町
市
と
協
力
し
て
解
決

し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
千
手
地
区
の
上

水
道
工
事
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
れ
は
国
鉄
の
補
償
の
水

道
工
事
で
あ
る
の
で
、
国
鉄
と
早
急
に

話
を
つ
け
、
四
十
三
年
度
予
算
に
は
お

り
こ
み
た
い
。
ま
た
冬
季
分
校
が
六
つ
、

小
中
学
校
が
十
一
校
あ
る
が
老
朽
部
分

が
多
い
の
で
、
校
舎
の
補
修
を
進
め
た

い
。
寄
宿
舎
も
上
野
と
仙
田
の
二
校
に

建
て
た
い
。

機
構
改
革
を
断
行

　
（
問
）
選
挙
中
に
助
役
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
噂
に
の
ぼ
っ
た
が
、
職
員
人
事

全
般
を
含
む
人
事
異
動
を
行
う
か
。

　
（
答
）
選
挙
中
に
い
ろ
い
ろ
と
流
言

が
あ
っ
て
迷
惑
し
て
い
た
が
、
私
と
し

て
は
、
町
民
の
批
判
を
買
う
よ
う
な
選

挙
人
事
は
や
ら
な
い
腹
で
一
貫
し
て
い

る
。
た
だ
、
私
の
政
策
な
り
抱
負
な
り

を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
合
理
的
な
人

事
配
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
た
。
従
っ
て
時
代
に
即
応
し

た
機
構
改
革
は
実
行
し
た
い
。
例
え
ば

計
画
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
総
務
課
に

企
画
係
を
設
置
す
る
と
か
、
財
産
管
理

が
こ
れ
ま
で
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

傾
向
が
あ
っ
た
の
で
総
務
課
に
財
産
管
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

理
係
を
設
置
す
る
と
か
、
産
業
課
に
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞

場
整
備
係
を
置
く
な
ど
、
仕
事
を
ス
ム
　
ー

ー
ズ
に
や
れ
る
新
機
構
を
確
立
し
た
い
。
⑨



　
先
般
．
地
載
外
欝
衷
難
の
讐
衛
雛
懇

糞
擁
難
溝
灘
雛
瀦
羅
灘
簗
撫
ー
郵
羅
鱗

織
懸
隊
徽
⑱
馨
罎
欝
鐙
糞
欝
訪
聞
が
轟

麟
漢
態
髭
．
蒙
掩
．
鍛
醗
繕
は
、
幾
醗

職
灘
委
叢
会
繕
媒
戴
灘
礁
会
議
．
地
鷺

購
灘
雛
灘
鎌
灘
炎
流
套
懸
闇
懸
轟
．
騰

議
騨
議
爽
地
の
芸
衛
祭
隆
晦
赫
驚
積
糧

葡
隷
取
鱗
維
蕩
鑓
欝
灘
欝
展
闘
慧
灘
驚

麟
叢
闇
．

　
驚
趨
鱒
鐵
繋
驚
後
慧
か
趨
弱
畿
邊
灘

葱
き
蒙
爆
た
。
世
雛
的
懸
繋
徽
蒙
の
繹

晶
ぽ
．
必
醗
私
だ
難
礎
感
勤
懇
毒
掩
葛

驚
鞍
婁
蓼
。
親
戚
鍼
羨
縫
慧
懸
紹
灘
縷

羅
繍
た
躍
巻
．
溝
の
大
羅
総
潔
轍
塗
戴

紡
懸
競
諜
聾
雛
灘
．

　
今
瞬
縁
，
鋤
爽
地
の
叢
徳
祭
臓
雄
穣
極

軸
に
取
麹
維
ん
灘
購
る
羨
凄
紹
発
繕
難

移
叢
欝
。

受
け
入
れ
委
員
会
・

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
会
議
開
か
れ
る

　
4
月
2
2
日
ク
ロ
ス
ー
0
で
、
大
地
の
芸

術
祭
の
受
け
入
れ
委
員
会
と
イ
ベ
ン
ト

関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ
が
開
か
れ
ま
し

た
。
両
会
議
に
総
勢
8
0
人
の
皆
様
が
集

ま
り
、
交
通
関
係
・
宿
泊
関
係
・
特
産

関
係
・
イ
ベ
ン
ト
関
係
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
事

飼儂

國

務
局
で
は
、
こ
う
し
た
会
議
を
続
け
な

が
ら
、
大
地
の
芸
術
祭
へ
の
関
心
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
記
念
グ
ッ
ズ
の
製
作
な
ど
に
ぜ
ひ
皆

さ
ん
か
ら
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
開
か
れ
る

　
4
月
2
2
日
、
東
京
の
「
こ
へ
び
隊
」

を
迎
え
て
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交

流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
か
ら
5

人
、
地
元
か
ら
約
4
0
人
が
参
加
し
、
熱
心

な
話
し
合
い
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
「
私

は
ぜ
ひ
作
品
作
り
に
参
加
し
た
い
」

「
ア
ー
チ
ス
ト
と
か
か
わ
り
た
い
」
「
大

地
の
芸
術
祭
を
も
っ
と
P
R
し
よ
う
」

な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後

積
極
的
な
取
り
組
み
を
誓
い
あ
い
ま
し

た
。み

ん
な
力
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
上
野
渡
貫
文
人

　
「
ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ
」
…
…
、
こ
ん

な
声
が
自
然
と
出
て
し
ま
う
作
業
1
日

目
で
し
た
。
自
分
た
ち
上
野
青
年
会
で

は
、
集
落
の
人
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、

福
井
県
在
住
の
ア
ー
チ
ス
ト
松
宮
喜
代

勝
さ
ん
と
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
て
い
ま

す
。
国
道
2
5
2
号
沿
線
に
除
伐
材
と

陶
器
を
使
っ
た
、
長
さ
3
0
0
メ
ー
ト

ル
の
と
て
も
大
き
な
ア
ー
ト
作
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
初
の
作
業
が

除
伐
材
を
集
め
る
こ
と
で
し
た
。
除
伐

材
は
最
終
的
に
は
2
0
0
本
近
く
集
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
大
変
で
地
味
な
仕
事
で
す
。
そ
の

後
、
土
地
を
掘
削
し
て
、
除
伐
材
を
並

べ
て
、
火
を
つ
け
ま
す
。
ま
だ
と
て
も

多
く
の
作
業
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
に
は
作
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
人
、
昼
食
を
作
っ
て
く
れ
る
人
、

ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
・
機
械
を
貸
し
て
く

れ
る
人
、
飲
み
物
を
差
し
入
れ
て
く
れ

る
人
、
多
く
の
人
々
の
手
助
け
を
受
け

進
め
て
い
け
ば
、
こ
の
大
作
品
も
完
成

す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い

上
野
の
名
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
応
募
資
格

　
満
2
0
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、

信
濃
川
又
は
魚
の
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
愛
護
に
感
心
を
お
持
ち
の

方
。■
業
務
内
容

　
信
濃
川
又
は
魚
の
川
に
関
す
る
意
見
、

モ
ニ
タ
ー
自
身
の
河
川
愛
護
な
ど
の
活

動
や
地
域
の
情
報
な
ど
。

■
任
期

　
平
成
1
2
年
7
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
年
6
月
3
0
日

■
募
集
人
員

　
若
干
人

■
応
募
締
め
切
り

　
6
月
1
日

■
応
募
方
法

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
及
び
応
募
意
見
な
ど
を

明
記
の
う
え
、
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
書
き
こ
み
、
次
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

■
応
募
先

　
〒
9
4
0
1
0
0
9
8

　
長
岡
市
信
濃
1
－
5
1
3
0

　
信
濃
川
工
事
事
務
所
　
占
用
調
整
課

　
　
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

※
問
い
合
わ
せ
先

　
信
濃
川
工
事
事
務
所
　
占
用
調
整
課

　
　
　
盈
0
2
5
8
1
3
2
－
3
0
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
、
・
躍
ン
粥
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●
　
●
　
●
　
●
　
・

雪
国
お
見
合
い
サ
ミ
ッ
ト

日
時
　
5
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
～

場
所
　
ナ
ス
パ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湯
沢
町
）

募
集
条
件

　
年
齢
　
2
0
歳
以
上
4
5
歳
以
下
の
男
女

　
住
所
　
男
子
”
（
十
日
町
市
・
小
千
谷

　
　
　
　
市
・
3
魚
沼
地
区
に
居
住
又

　
　
　
　
は
就
職
し
て
い
る
者
）

　
　
　
　
女
子
”
（
国
内
に
居
住
又
は

　
　
　
　
就
職
し
て
い
る
者
で
、
未
婚

　
　
　
　
も
し
く
は
離
婚
の
成
立
し
て

　
　
　
　
い
る
も
の
）

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
　
湯
沢
町
商
工
会

　
館
内
　
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
事
務
局

　
　
（
8
0
2
5
7
－
8
2
－
1
6
5
3
）



益
目

意（
敬
称
略
）

福
祉
に

　
茂
野
国
正
（
中
屋
敷
）
五
万
円

　
柄
沢
洋
子
（
沖
立
）
三
万
円

　
西
野
美
枝
（
練
馬
区
）
一
万
円

訂
　
正

　
四
月
十
日
号
本
紙
『
議
会
報
告
』
の
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
で
、

南
雲
直
秀
さ
ん
の
年
齢
「
63
歳
」
が
「
55

歳
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
『
入
学
お
め
で
と
う
新
一
年
生
』

の
①
氏
名
・
②
住
所
・
③
保
護
者
名
で
、

「
①
高
橋
奈
成
②
発
電
所
通
り
東
③
秀
男
」

が
「
②
上
町
③
俊
一
」
と
、
「
①
江
口
恭

平
②
新
町
新
田
③
綾
子
」
が
「
③
正
則
」

と
、
「
①
春
日
亜
里
沙
」
が
「
①
春
日
亜

利
沙
」
と
、
　
「
①
大
久
保
省
吾
②
野
口
③

克
美
」
が
「
③
悟
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
号
の
紙
面
の
中
で
誤
字
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
璽
咀

　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

表
紙
の
写
真

聖
五
月
風
の
流
れ
も
軽
や
か
に

草
笛
の
よ
う
や
く
歌
と
な
り
に
け
り

鴬
の
鳴
く
此
の
谷
を
去
り
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

一
枚
の
田
の
申
告
や
春
浅
し

風
花
や
越
後
に
生
ま
れ
悔
は
な
し

一
点
の
ま
じ
り
気
も
な
き
寒
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

ご
ま
和
え
の
青
菜
の
香
り
食
卓
に

藁
一
本
く
わ
え
て
来
た
る
燕
か
な

馬
鈴
署
の
芽
が
出
揃
い
し
嬉
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

絵
手
紙
に
香
り
も
の
せ
て
花
辛
夷

芽
の
赤
き
一
鉢
買
い
し
野
草
展

北
向
き
の
部
屋
れ
ん
ぎ
ょ
う
の
花
活
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

春
の
夜
の
星
美
し
く
ふ
り
か
ぶ
り

苗
入
れ
の
一
人
一
人
の
仕
ぐ
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

晩
春
の
芝
生
黒
々
焼
き
に
け
り

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ウ
手
ヨ
キ
パ
ァ
と
辛
夷
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤
　
澄
代

池
の
面
の
こ
き
ざ
み
に
ゆ
れ
花
の
冷
え

琴
の
音
の
洩
れ
く
る
宮
や
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

久
に
逢
ふ
友
み
な
老
い
て
花
見
の
座

廃
屋
の
畑
大
根
の
花
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ど
こ
か
ら
か
水
音
の
し
て
水
芭
蕉

田
の
隅
を
打
つ
だ
け
で
済
む
野
の
五
月

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

笑
う
子
に
笑
っ
て
寝
た
り
春
の
宵

ひ
ろ
び
ろ
と
野
の
風
匂
う
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

揉
み
に
揉
み
初
ぜ
ん
ま
い
の
仕
上
り
し

廻
り
道
花
美
し
き
城
堆
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

朝
の
戸
を
繰
れ
ば
飛
び
込
む
初
つ
ば
め

初
蝶
や
十
坪
ほ
ど
の
菜
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

敷
き
つ
め
し
如
き
落
花
の
雨
上
り

生
ま
れ
ゆ
く
飛
行
雲
や
初
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

草
餅
に
入
れ
る
蓬
を
摘
み
に
け
り

広
々
と
連
な
る
尾
根
の
撫
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

一
勺
と
昔
な
が
ら
に
も
の
の
種

耕
し
の
老
農
腰
を
延
ば
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

御
社
の
祭
り
太
鼓
に
山
笑
ふ

添
い
寝
し
て
孫
と
う
と
う
と
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

境
内
に
敷
積
む
如
く
杉
落
葉

保
母
の
眼
の
届
く
か
ぎ
り
に
草
摘
め
る

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

芳
ば
し
き
香
の
桜
あ
り
能
登
の
奥

機
音
の
絶
え
て
久
し
き
夕
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

春
光
や
白
木
蓮
の
ま
ぶ
し
く
て

突
風
に
舞
散
る
花
の
中
に
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

　
3
月
1
0
日
に
2
3
7
穆
と
い
う
最
大

積
雪
深
を
記
録
し
た
今
冬
の
雪
も
、
4

月
1
7
日
、
例
年
並
み
の
消
雪
と
な
り
ま

し
た
。
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
待
ち
わ
び

て
い
た
桜
も
開
花
し
、
見
ご
ろ
の
時
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
千
手
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
桜
も
見
事
に
開
花
。
遊
ん
で

い
る
児
童
た
ち
を
の
ぞ
い
て
見
ま
し
た
。

●休日救急医

5月14日大坪医院（四日町）

　　　魯　57－6100
　21日たかき医院（土　市）

　　　a　58－2361
　　〃　上村病院（中里村）

　　　費63－2111
　28日本町クリニック（本町3）

　　　費　50－1160

6月4日池田医院（本町西）

　　　a　52－2581
　11日国保診療所（高原田）

　　　a68r2034
　　〃津南病院（津南町）

　　　8　65－3161

『
禁
煙
の
す
す
め
』

　
タ
バ
コ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ

　
　
　
　
し

ー
な
ど
の
嗜
好
品
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
部
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
は
、
医
学
的
に
は
向
精
神
薬
と

言
わ
れ
る
薬
物
で
、
睡
眠
薬
、
ア
ル
コ

ー
ル
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
コ
カ
イ
ン
な
ど
と

同
類
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
は

長
く
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
依
存
」

の
状
態
を
つ
く
り
ま
す
。
タ
バ
コ
を
や

め
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
や
め
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
吸
わ
な
い
と
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
不
眠
に
な
っ
た
り
、
頭
痛

が
し
た
り
す
る
の
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ニ

コ
チ
ン
に
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
血
圧

を
高
く
す
る
作
用
も
あ
り
、
高
血
圧
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
を
誘
発

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
バ
コ
の
有
害
成
分
と
し
て

他
に
タ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

発
ガ
ン
物
質
の
他
、
呼
吸
器
の
病
気
の

原
因
と
な
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
の
に
越
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘

累』llll

・
－
r
　
　
！
　
　
　
、

ん
音
　
ん
音
　
厩
倍

が
馴
　
が
馴
　
指
9

肺
鳳
　
胃
L
　
二
．

／
　
　
　
／

／ 　
　
　
　
　
尻
倍

　
　
　
　
　
カ
　

　
　
　
＋
－
　
臓
L

　
　
　
　
　
い

　
　
．
　
眉
　
　
す

　
　
　
／
　
．
一

　非喫煙者と
　比較した
喫煙者の死亡率
（非喫煙者を1として）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

を
始
め
て
も
失
敗
を
す
る
人
も
半
数
以
麗

上
と
の
こ
と
で
、
禁
煙
は
難
し
い
事
の
鈎

よ
う
で
す
．
憲
、
こ
こ
で
禁
甥
ポ
騰

イ
ン
ト
を
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
　
膣

①
禁
煙
の
宣
言
を
す
る
。

②
や
め
る
時
は
き
っ
ぱ
り
と
や
め
る
・
臨

蕪
諜
雛
　
を
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喫
煙
者
の
7
割
が

タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

の
統
計
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
禁
煙

　
ら
す
。
　
（
ガ
ム
や
コ
ン
ブ
を
噛
ん
だ

　
り
、
散
歩
や
運
動
を
し
た
り
す
る
。
）

④
「
今
ま
で
頑
張
れ
た
の
だ
か
ら
、
も

　
う
1
日
頑
張
ろ
う
。
」
と
い
う
気
持

　
ち
で
、
1
日
1
日
伸
ば
し
て
い
く
。

⑤
誘
惑
の
多
い
場
所
や
ス
ト
レ
ス
を
避

　
け
る
。

　
タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
そ
の
周
囲
の
人
の
健
康
に
も
害
を

及
ぼ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
機
会
を
見
つ
け

て
「
禁
煙
」
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
近
年
、
公
共
の
場
や
職
場
な
ど
で
は
、

分
煙
を
実
施
し
て
い
る
所
が
多
く
な
っ

　
　
　
　
、
て
き
ま
し
た
。
禁
煙
は
で
き

講騨

騨蟻
冠動脈性心臓病
　1．7倍

肺気腫など

1’弓倍＼　噛

肝離・＼、＼（

肝硬変．．

　1，2倍

齢
0
際

…
な
い
と
い
う
方
は
、
分
禁
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
、
相

方
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

⑪12・5・10



、
羅
羅
蒙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

名
彦
き
き
犠
ギ
φ
筈
毎
嵐

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

入内山上

田山田村

シ　美
ズ健
イ　紀浩

十上十上
日　 日

町野町野
市　市

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

小
幡

内
山

渡
辺

渡
辺

高
橋

梨
，
翫
正
恵
人
木
落

か
い
り
竜
哉

海
梨
　
　
　
新
町
新
田

　
　
裕
　
美

か
お
り
　
　
祐
志

　
香
　
　
　
仁
　
田

　
　
春
美

み
ど
り
祐
志

　
緑
　
　
　
仁
　
田

　
　
春
美

　
畝
健
太
郎

　
音
　
　
　
　
寺
　
尾

　
　
千
鶴

　
　
　
し
ょ
う
こ
　
明

中
村
　
祥
子
浩
子
坪

　
　
　
　
し
ゅ
ん

渡
部
　
　
駿
　
稔
上

　
　
　
　
　
　
文
　
子

　
　
り
．
う
の
す
け
一
雄

中
嶋
竜
之
介
　
　
　
上

　
　
　
　
　
　
奈
奈
子

　
　
　
せ
な
真
　
一

小
林
　
聖
奈
　
　
　
栄

　
　
　
　
　
　
麗

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

山野野田丁

山丸櫃中茂高小登
田山問川野橋林坂

ヨ春重イ軍エト
シ作作ッニイキ久
96　94　85　82　82　76　73　69
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▲「みんなでたたいたたるだいこ」

　4年生斎喜つぐみ　さん
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13：00開場

14＝00開演

会場■二六公園野外スデージ

雨天の場合／川西中学校体育館
　　（当日午前9時主催者より発表）
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▲「光の国へようこそ」

　3年生中条貴志くん
　　〃　川崎有甘さん（6月号は川西中学校です）
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